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三
日
野
宿
し
た
ら
働
く
気
力
を
な
く
す

と
い
う
。
こ
れ
は
日
本
の
ホ
ー
ム
レ
ス
の

話
だ
が
、
住
居
は
人
が
人
ら
し
く
生
活
す

る
た
め
に
必
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
に
は
間
違
い
な
い
。

人
々
は
土
地
の
環
境
、
気
候
、
習
慣
、

家
族
構
成
、
職
業
、
所
得
、
宗
教
な
ど
に

合
わ
せ
て
様
々
な
住
居
を
造
り
、
そ
れ
は

時
代
と
と
も
に
変
遷
を
重
ね
て
い
る
。
日

本
で
も
伝
統
的
な
住
居
は
欧
米
風
の
家
屋

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
高
層
住
宅
へ
と
姿
を

変
え
て
き
た
。

近
隣
の
国
々
の
人
々
は
ど
の
よ
う
な
住

居
に
暮
ら
し
、
そ
れ
は
ど
う
変
化
し
て
い

る
の
か
。
ア
ジ
ア
の
国
々
の
住
居
・
住
宅

・
住
ま
い
に
関
わ
る
当
館
所
蔵
の
日
本
語

資
料
を
紹
介
す
る
。

堀
井
健
三
・
大
岩
川
嫩
編
『「
す
ま
い
」

と
「
く
ら
し
」─
第
三
世
界
の
住
居
問
題
』

（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

一
九
八
九
年
）

は
、
ア
ジ
ア
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
二
八
カ
国

に
わ
た
る
住
ま
い
の
実
情
に
つ
い
て
、
現

地
に
長
期
滞
在
し
た
経
験
を
持
つ
研
究
者

が
執
筆
し
て
い
る
。
補
章
に
明
治
期
の
日

本
の
貧
困
層
居
住
地
区
の
記
述
が
あ
る
。

穂
坂
光
彦
著
『
ア
ジ
ア
の
街　

わ
た
し

横
瀬
美
保

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

住
居
・
住
宅
・
住
ま

い

─
ア
ジ
ア

─
の
住
ま
い
』（
明
石
書
店　

一
九
九
四
年
）

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、

韓
国
の
ス
ラ
ム
に
暮
ら
す
人
た
ち
と
そ
の

住
居
を
紹
介
し
、
都
市
居
住
政
策
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
に
つ
い
て
も
報
告
し
て

い
る
。

広
い
国
土
に
多
く
の
民
族
が
住
む
中
国

で
は
住
居
の
多
様
性
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ロ
ナ
ル
ド
・
ゲ
ー
リ
ー
・
ナ
ッ
プ
著
・
菅

野
博
貢
訳
『
中
国
の
住
ま
い
』（
学
芸
出

版
社　

一
九
九
六
年
）
は
、
洞
穴
住
居
か

ら
竪
穴
式
住
居
、
地
上
の
住
居
へ
、
建
築

形
態
の
移
り
変
わ
り
を
追
い
、
中
国
人
の

家
に
対
す
る
思
想
、
風
水
、
家
相
な
ど
に

つ
い
て
も
解
説
し
て
い
る
。

今
も
人
の
住
ん
で
い
る
洞
窟
住
居
を
紹

介
し
た
記
事
「
黄
土
高
原
に
点
在
す
る
洞

窟
住
居
」
が
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
レ
ビ
ュ
ー
』

二
○
○
三
年
五
月
号
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
レ
ビ

ュ
ー
セ
ン
タ
ー
）
に
あ
る
。

漢
族
の
伝
統
的
家
屋
建
築
で
あ
る
四
合

院
住
宅
に
つ
い
て
は
、
谷
村
英
彦
編
『
東

ア
ジ
ア
伝
統
的
都
市
空
間
の
現
代
化
に
お

け
る
空
間
制
御
技
術
に
関
す
る
研
究
』（
二

○
○
二
年　

空
間
制
御
技
術
研
究
会
）
で

よ
く
わ
か
る
。

現
代
の
集
合
住
宅
に
つ
い
て
は
、
上
北

恭
史
著
『
中
国
の
住
宅
に
お
け
る
空
間
構

成
原
理
の
持
続
と
変
容
─
集
合
住
宅
の
住

ま
い
方
を
通
し
て
』（
上
北
恭
史　

一
九

九
七
年
）
が
詳
し
い
。

包
慕
萍
著
『
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
都
市

建
築
史
研
究
─
遊
牧
と
定
住
の
重
層
都
市

フ
フ
ホ
ト
』（
東
方
書
店　

二
○
○
五
年
）

は
、
中
国
北
部
の
内
蒙
古
に
お
け
る
住
宅

を
含
む
建
築
と
都
市
の
歴
史
的
変
容
を
取

り
上
げ
て
い
る
。

韓
国
で
は
植
民
地
時
代
に
日
本
人
の
た

め
に
日
本
式
の
住
宅
が
建
て
ら
れ
た
。
鄭

銀
淑
著
『
韓
国
の
「
昭
和
」
を
歩
く
』（
祥

伝
社　

二
○
○
五
年
）
に
韓
国
各
地
に
残

る
日
本
家
屋
が
数
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

出
口
敦
編
著
『
ア
ジ
ア
の
都
市
共
生
』

（
九
州
大
学
出
版
会　

二
○
○
五
年
）
の

第
五
章
「
都
市
居
住
空
間
に
み
る
異
文
化

─
韓
国
・
鎮
海
市
に
お
け
る
日
式
住
宅
の

変
容
」
に
は
現
在
韓
国
人
が
住
ま
い
と
し

て
い
る
住
宅
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
韓
国
に
お
け
る
住
宅
建
設
お
よ
び
木

材
需
給
調
査
報
告
書
』（
日
本
貿
易
振
興

機
構
産
業
技
術
・
農
水
産
部　

二
○
○
五

年
）
で
は
、
現
代
の
高
層
ア
パ
ー
ト
や
木

造
住
宅
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
滋
賀
大
学
環
境
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
年
報
』
第
二
巻
第
一
号
（
二
○
○
五

年
）
に
あ
る
山
崎
古
都
子
執
筆
「
韓
国
の

住
宅
事
情
」
で
は
、
現
代
の
住
宅
の
記
述

に
加
え
て
伝
統
的
建
築
の
住
宅
に
も
言
及

し
て
い
る
。

東
南
ア
ジ
ア
に
目
を
移
し
て
み
る
と
、

布
野
修
司
著
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る

居
住
環
境
の
変
容
と
そ
の
整
備
手
法
』（
学

位
論
文　

一
九
八
七
年
）
で
は
、
主
に
都

市
部
の
カ
ン
ポ
ン
と
呼
ば
れ
る
居
住
地
の

住
宅
を
調
査
し
、
諸
民
族
の
伝
統
的
住
居

に
つ
い
て
も
詳
述
し
て
い
る
。

森
下
恒
夫
著
『
タ
イ
の
住
宅
・
居
住
概

況
』（
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
建
築
部　

一
九
九
五
年
）
に
は
、
一
九
四
○
年
代
か

ら
一
九
九
○
年
代
ま
で
の
住
宅
の
概
況
が

あ
る
。

田
中
麻
里
著
『
タ
イ
の
住
ま
い
』（
圓

津
喜
屋　

二
○
○
六
年
）
で
は
、
首
都
バ

ン
コ
ク
の
住
ま
い
の
類
型
化
、
農
村
の
住

居
と
建
築
儀
礼
の
地
域
性
、
ま
た
最
小
限

の
設
備
の
コ
ア
ハ
ウ
ス
を
供
給
し
、
居
住

者
に
そ
の
後
の
建
設
を
委
ね
る
コ
ア
ハ
ウ

ジ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て
綿
密
に
分
析
さ
れ

て
い
る
。

ノ
ー
マ
ン
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
著
・
泉
田
英

雄
訳
『
住
ま
い
か
ら
見
た
社
会
史
─
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル　

一
八
一
九
〜
一
九
三
九
』（
日

本
経
済
評
論
社　

二
○
○
○
年
）
は
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
が
開
か

れ
て
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
に
建
設

さ
れ
た
、
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
た
め
の

一
戸
建
て
住
宅
を
扱
っ
て
い
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
つ
い
て
は
、『
地
域
学

研
究
』
第
一
七
号
（
駒
澤
大
学
応
用
地
理

研
究
所　

二
○
○
四
年
三
月
）
に
川
本
豊

和
執
筆
「
半
島
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
住

宅
団
地
の
開
発
と
多
民
族
居
住
─
ジ
ョ
ホ

ー
ル
州
ク
ル
ア
ン
の
タ
マ
ン
・
イ
ン
タ
ン

低
価
格
住
宅
地
区
を
事
例
と
し
て
」
の
論

説
が
あ
る
。

南
ア
ジ
ア
の
例
と
し
て
、
斎
藤
千
宏
編

著
『
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
変
え
る
南
ア
ジ
ア
』（
コ

モ
ン
ズ　

一
九
九
八
年
）
の
第
二
章
「
住

民
に
よ
る
ス
ラ
ム
の
改
善
」
に
は
ス
リ
ラ

ン
カ
の
都
市
に
お
け
る
低
所
得
者
住
宅
の

居
住
環
境
改
善
の
経
過
が
記
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
本
誌
『
ア
ジ
研
ワ
ー
ル
ド
・

ト
レ
ン
ド
』
二
○
○
六
年
八
月
号
で
フ
ォ

ト
・
エ
ッ
セ
イ
「
竹
で
で
き
た
ス
ラ
ム
─

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
」
が
見
ら
れ
る
。

（�

よ
こ
せ　

み
ほ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
図
書
館
）


